






角を曲がって少し行ったところに、安井金比羅宮がある。この近辺はわたくしにとってこれまでどういう訳か死角になっており、この神社を訪れたのは最近になってからである。夕方近くだが、境内に若い人が多く、 行列を作 ている。 見ると、 境内中央に 「縁切り縁結び碑」があり、大きな石の穴を順番に潜っている。潜る方向を間違えると、縁結びが逆に縁切りになるので、気を付けなければ、などと話している。すぐ近くの有名 絵馬館 は、江戸時代からの多くの絵馬が飾られ、人間の情念 すさまじさがじっとうかがえるような場所である。神社の人 聞いてみると、若人に人気のこの石の碑は、戦後になってから も という。　
花見小路から南へ歩きながら、突き当たりを曲がった安井北門
















































































れと同じであり、正に路地の奥が不思議な空間なのである。 『黒髪』の主要部分は、一九一八年五月の前田志うとその母との 棲体験をベースにする。読者は、 「四」になってやっと物語の現在 戻され、一年半ぶりに女に会う「私」の心情に寄り添うのである。茶屋で短時間女に会い、その後女の言う通り下河原の「祇園社の入口に接近してゐる」旅館で「不安な悩ましい思
〔　　〕26




























も、先験的な時間を越えたところで物語言説の歩行が、 めらいがちの徐々にその歩行の速度を やめ、記憶のなか 至聖所を開いていく」からだとしたところなど 見事な指摘と いる。　
祇園裏が一種の 「神話空間」 であることは周知の事実だが、 「路
地」
（秋江は雑誌初出では「露地」 、初版では「路次」の表記を用いている）














「ヒポコンデリイのやうに常に気の鬱いでゐる自分の症状」を見つめつつ、 「どうすることも出来ないやうな漂泊の悲哀 寂寞とに包まれながら」 、じっと時を過ごすのである。　
ここで読み過ごしてならないのは、この時期に、隠れてしまっ






































































































時よくいふとほりだとすれば、或はさうかも知れぬ。あの女が、 自分の索り求めえられる世界から外へ身を隠した、 もう、とても何うしても会ふことも見 ことも出来ぬと思へば、自分は生きてゐる心地はせぬ。そんな思ひをして毎日じつとして鬱いでばかり より 、当てのないことでも、往つて探してみる方がいくらか気を慰めると思つて、私は、十二月のもう二十九日といふ日に、わざ〳〵そちらの方へ出掛け いつた。
 
（八）





写に、すでに確認した、自然の慰藉と情念へののめり込みの構図が、さり気なく書き込まれていることであろう。 「木津川の渓谷に沿」っての「汽車からの眺望」の中で、 「私」は、 「堪えがた



















中であり、 「こゝから車馬も通はぬ険悪な山路を二三里も奥へ入つて行かねばならぬ」場所だという。ここで注意しなければならないのは、 「二三里も奥へ」とあるものの、実際は一里少しの距離であり、いかにも遠い奥の地という印象を分け与えられていることである。 秋江の記憶違いと、 単純に考えてはならないだろう。作者の作品造形上の計算
0
があるはずである。また、大河原駅の木
津川対岸には、 「恋路橋」を渡って、 「恋志谷神社」があり、秋江も眼を止めることが出来たよう 思う。印象的な名の だ
５
、



















の高さは、標高六八二メートルなのである。作中では、かなり高く描かれているわけだ。 それもとても険しそうなのである。 事実、今胎寺のある山頂付近は険しいのだが、秋江が登ったという話は無い。この書き方からもわかるように、あくま 、何らかの資料を見たのか、また聞きなのである。そして 「別天地」の一語が強く響く。女のいるところこそ、この「別天地」なのである。さしずめ、女は、 「別天地」の精霊となろうか。　
加茂駅に戻った「私」は人力車を雇おうとするが、 「とつても
……」 と言って断られる。 『狂乱』 の幕切れは、 その後数ページの、感極まった心情を描く部分である。
　
私は、思案に暮れて暫くそこに突立つて考へてゐたがさう
かといつて、断念する気にはならぬので、必ず行くと云ふ決心はなかつたが為方なく駅路の、長い街つゞきを向うへ〳〵と何処までも歩いて行つた。やがて半道も行くと、街道はひとりでに高い木津川の堤に上がつていつた。木津川も先きの大河原駅あたり ら、こゝまで下つて来ると、旺洋とした趣を備へて、川幅が広くな てゐる。鷲峰山下 村に通ふ街道は、そこに架した長い板橋を彼方に渡 てゆくのである。私




































































この南山城探索が、かなり変形して書かれているこ である。既出の紅野論文でも論じられているが、 『旧恋』の描き方は、執筆時期が遅く、かつ客観的であることもあり、女の出自についてかなり詳しい説明がある。紅野氏 言う、 「 旧恋 方が信憑性は高い。 『黒髪』では女は鷲峰山中 村落に生れたらし という曖昧さは残るものの、作者がそれ以前の女の出自を隠蔽 こ は疑いえない」という は、恐らく確かであろう。そのかわりに、『旧恋』は、同じ時期のことを別な角度から書いているが、大河原での探索は簡単に記されているものの、加茂 駅に降り立ってからの部分は、 まったく省略されている ある。 言わば、 『狂乱』の幕切れ 秋江の創作の過程で ただ一回
0
造型された、


















































の散策を試みるのである 蜜柑狩りの娘たちに逢っ のも、その近辺であろう。木津川 北側に沿って少し下れば 南の対岸に見えるのが鹿背山である。　
この時期の堀辰雄の奈良・大和散歩には、何冊かの参考書が







り、 『万葉集』の歌の引用も多く、恭仁宮の概略が知られる。木津川北の一帯が、むかし 瓶原であることが判明したのも、秋江がこの近辺を訪れた時期よりも後であったという。堀辰雄は、十二月二日 散策の折は、恐らく後者を持参し のであろう。すでに報告したように 追分の堀辰雄文学記念館所蔵の、堀辰雄が架蔵していた『聖蹟大和』 見返しには、鉛筆書きの「加茂
2.44 
4.44 」と、汽車の時刻をメモしたと思われる書き込みがあるから

















































　「朝日新聞」 （二〇一四・五・一三朝刊）の「京ものがたり─白洲正子と木津川の十一面観音」に、海住山寺 上空から南西方向を撮影したカラー写真が載っている。秋江 望んだ北の方角でなく、平野が広がる反対の方角の様子がよくうかがえる。
＊『黒髪』連作の本文は、原則として、八木書店版『近松秋江全集』所収
の初出の本文を用いた。
